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機能

コンパス機能：オープンコンパス機能、4CH（センター方向チャネル）、グランドレベルbutterflys batterys上のときに電源、飛行姿勢は、姿勢の
方向に戻ってくる。 
-   サポートされている7.4Vまたは11.1Vのリポバッテリー。  
- 追加の溶接ません
- 優れた品質のコンポーネント、安定した優れた性能を採用しています。 32ビットsinglechipを使用
- すべてのコンポーネントの統合は、3軸加速度センサおよび3軸角速度センサを採用している
  （6軸ジャイロ）
- 簡単に使用すると、デバッグ、多種多様なマルチローターモデルに適用され
- 3 AXIAジャイロ感度および主な機能を設定するには、位置調整により調整することができる
- 多軸Xタイプのサポート
- 出力ポートは、最大6つのグループを持っている、ESCやサーボを駆動することができます。
- 標準PWM信号出力、従来のPWM ESC（SKYARTECシリーズ高速ESCを使用して提案する）とサーボのすべての種類（デジタルまたはアナロ
グ）をサポート
- 受信機に直接特別なデコーダなしに、飛行制御基板に接続され、または変更することができ
レシーバー
- 既存のバージョンには、合理的なミックスに依存して（安定ホバーと優れたハンドリングを実現することができます
  ）試運転、運用経験、動作モードは、RCヘリコプターに似ていますが、 適応しやすい
- また、安定した電池寿命が、空中の小さな範囲を満たすようにすることができ、スキルを飛んで、いくつかの信じられないほどのスタントを完了することはでき
ます
  写真は複雑で高価なRCヘリコプターを交換する
- サポートファームウェアのアップグレード、および絶え間ない改善性能（プログラミングを購入する必要があります）
- 自己安定化システム、サポート固定小数点ホバリング
- 迅速、高速かつ安定した飛行、によって引き起こされる慣性をなくすことができます。



コンパスキャリブレーション



初飛行前にコンパスをキャリブレーションや、元の場所からかなり遠い変更してください。

ご注意：精度はプラスマイナス10度であり、高精度の偏差が大きい、コンパスは調整する必要があります。 

1.モーターをロックし、水平位置にbutterflySを置く。

2.ボタンを離し、光フラッシュまでレシーバーのボタンをタッチしてください。

3.前方/後方、右、水平左/レベルの向きに応じてbutterflyS 360度を回転させ、受信機は点滅しない、butterflySが飛ぶことができるになるまで、
回転のすべては、30秒以内に仕上げています。









私達についての詳細を学ぶためにクリックしてください。

https://www.chinatopwin.com/jp/about-us.html


https://www.chinatopwin.com/jp/products/6-axis-quadcopter.htm

